
○
　
△
△
バ
ー
（
夜
）


　
　
人
が
多
く
、
賑
わ
っ
て
い
る
。
小
野
智
也
（
３


　
　
８
）
、
窓
際
の
二
人
用
の
席
に
座
っ
て
、
一
人


　
　
で
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
。
す
る
と
、
窓
を
ノ
ッ


　
　
ク
す
る
音
が
鳴
る
。
小
野
、
静
か
に
、
少
し
だ


　
　
け
窓
を
開
け
る
。


女
性
の
声
「
（
壁
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ
え
る
声
）
ま


　
　
た
、
一
人
で
飲
ん
で
る
の
？
」


小
野
「
君
が
そ
こ
に
い
る
」


女
性
の
声
「
私
は
飲
ん
で
な
い
も
の
」


小
野
「
君
も
飲
ん
で
行
く
か
？
」


女
性
の
声
「
今
は
い
い
わ
。
い
つ
か
そ
の
席
に
座
っ


　
　
て
、
あ
な
た
と
飲
む
か
ら
」


　
　
小
野
、
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
、


小
野
「
そ
う
か
」


　
　
小
野
、
お
酒
を
一
口
飲
む
。


小
野
「
で
、
要
件
は
？
」


女
性
の
声
「
先
日
、R

E
D

の
幹
部
た
ち
が
密
入
国
し


　
　
て
来
た
」


小
野
「R

E
D

っ
て
、
あ
のR

E
D

か
？
」


女
性
の
声
「
そ
う
、
ア
ジ
ア
最
大
の
マ
フ
ィ
ア
」


小
野
「
何
の
目
的
で
？
」


女
性
の
声
「
東
京
で
デ
カ
い
取
引
が
あ
る
み
た
い
」


小
野
「
潰
す
の
か
？
」


女
性
の
声
「
い
や
、
情
報
を
集
め
て
欲
し
い
。
あ
と


　
　
は
、
私
た
ち
が
や
る
か
ら
」


　
　
小
野
、
お
酒
を
一
口
飲
み
、


小
野
「
そ
の
仕
事
が
終
わ
れ
ば
、
君
は
そ
の
席
に
座


　
　
る
の
か
？
」


女
性
の
声
「
（
笑
っ
て
）
他
に
聞
く
こ
と
あ
る
し
ょ
？


　
　
報
酬
と
か
」


小
野
「
君
を
信
じ
て
る
」


女
性
の
声
「
バ
カ
ね
」


小
野
「
で
、
ど
う
な
ん
だ
？
」


女
性
の
声
「
え
ぇ
、
こ
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
ね
」


　
　
女
性
の
走
り
去
っ
て
い
く
音
が
聞
こ
え
る
。
小


　
　
野
、
窓
を
閉
め
る
。


○
　
遊
緑
会
ア
ジ
ト
・
廊
下
（
夜
）
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小
野
、
３
人
の
男
に
付
い
て
歩
い
て
い
る
。


○
　
同
・
応
接
間
（
夜
）


　
　
３
人
の
男
、
扉
を
開
け
る
。
小
野
、
入
っ
て
来


　
　
る
。
机
の
向
こ
う
側
に
は
、
東
峰
雄
一
郎
（
５


　
　
６
）
、
座
っ
て
い
る
。


東
峰
「
君
が
現
れ
る
か…

。
久
し
い
な
」


小
野
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
」


東
峰
「
（
周
り
の
男
た
ち
に
）
外
し
て
く
れ
」


　
　
男
た
ち
、
部
屋
か
ら
出
て
い
く
。
小
野
、
椅
子


　
　
に
座
る
。
東
峰
、
コ
ッ
プ
を
一
つ
取
り
、


東
峰
「
飲
む
か
？
」


小
野
「
い
え
、
仕
事
中
で
す
の
で
」


　
　
東
峰
、
コ
ッ
プ
を
戻
し
、


東
峰
「
あ
の
頃
と
変
わ
ら
ず
、
抜
か
り
無
い
な
」


小
野
「
い
え
い
え
」


東
峰
「
で
、
何
用
で
来
た
？
　
仕
事
か
？
」


小
野
「
い
え
、
一
つ
伺
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」


東
峰
「
ど
う
し
た
？
」


小
野
「
近
々
、
ど
こ
か
でR

E
D

が
一
仕
事
す
る
と
か
」


東
峰
「R

E
D

か
」


小
野
「
は
い
」


東
峰
「
そ
れ
に
つ
い
て
他
言
す
る
こ
と
が
、
何
を
意


　
　
味
す
る
か
分
か
る
よ
な
？
」


小
野
「
は
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
に
頼
ん
で
い


　
　
る
の
で
す
」


　
　
小
野
、
真
っ
直
ぐ
な
目
で
東
峰
を
見
て
い
る
。


東
峰
「
君
に
は
大
き
な
借
り
が
あ
る
」


小
野
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」


東
峰
「
２
日
後
、
銀
座
でR

E
D

と
松
蓮
会
の
取
引
が


　
　
あ
る
」


小
野
「
何
の
取
引
で
す
か
？
」


東
峰
「
ス
テ
ル
ス
ボ
ム
だ
」


小
野
「
（
驚
い
て
）
完
成
し
た
ん
で
す
か
？
」


東
峰
「
あ
ぁ
、
金
属
探
知
機
に
もX

線
に
も
引
っ
か


　
　
か
ら
な
い
。
松
蓮
会
が
開
発
し
た
」


小
野
「
穏
や
か
じ
ゃ
無
い
で
す
ね
」


東
峰
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
」


　
　
小
野
、
立
ち
上
が
り
、
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小
野
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」


東
峰
「
う
ち
で
、
ま
た
一
仕
事
し
な
い
か
？
」


小
野
「
（
笑
顔
で
）
え
ぇ
、
ま
た
い
つ
か
」


　
　
小
野
、
出
て
行
く
。


○
　
同
・
前
（
夜
）


　
　
小
野
、
出
て
き
て
歩
い
て
行
く
。
小
野
、
ポ
ケ


　
　
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
出
し
、
暗
号
化
さ
れ
た
メ


　
　
ー
ル
を
送
信
す
る
。


○
　
小
野
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
方
）


　
　
小
野
、
テ
レ
ビ
を
付
け
、
テ
ー
ブ
ル
に
パ
ソ
コ


　
　
ン
を
置
い
て
作
業
を
し
て
い
る
。
す
る
と
、
小


　
　
野
の
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。
ス
マ
ホ
を
確
認
す
る
と
、


　
　
暗
号
化
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
る
。


　
　
小
野
、
ア
プ
リ
を
経
由
し
て
暗
号
化
さ
れ
た
メ


　
　
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
、
『
作
戦
成
功
。
ス


　
　
テ
ル
ス
ボ
ム
無
事
に
押
収
』
と
書
か
れ
て
い
る
。


　
　
小
野
、
安
堵
の
表
情
を
見
せ
、
作
業
に
戻
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×


　
　
外
は
暗
く
な
っ
て
い
る
。
小
野
、
ま
だ
作
業
を


　
　
続
け
て
い
る
と
、
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
速
報
が


　
　
流
れ
る
。


ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
「
本
日
の
夕
方
６
時
頃
、
銀


　
　
座
の
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
に
て
、
発
砲
事
件
が
あ
り


　
　
ま
し
た
」


　
　
小
野
、
作
業
の
手
を
止
め
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
。


ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
「
事
件
の
詳
細
は
今
だ
に
公


　
　
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
名
の
女
性
が
死
亡


　
　
し
た
よ
う
で
す
」


　
　
小
野
、
険
し
い
表
情
を
す
る
。


　
○
　
△
△
バ
ー
（
夜
）


　
　
小
野
、
同
じ
窓
際
の
席
に
座
っ
て
い
る
。
店
内


　
　
は
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
小
野
、
悲
し
げ
に
お
酒


　
　
を
飲
ん
で
い
る
。
す
る
と
、
窓
を
叩
く
音
が
す


　
　
る
。
小
野
、
驚
い
た
よ
う
に
窓
を
方
を
見
て
、


　
　
窓
を
開
け
る
。


小
野
「
生
き
て
た
の
か
？
」


男
性
の
声
「
仕
事
の
依
頼
だ
」
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小
野
「
彼
女
は…

ど
う
し
た
？
」


男
性
の
声
「
彼
女
？
」


小
野
「
い
つ
も
こ
こ
に
来
て
い
た
女
性
だ
」


男
性
の
声
「
彼
女
は
、R

E
D

と
の
抗
争
で
亡
く
な
っ


　
　
た
。
で
、
仕
事
の
依
頼
だ
が
」


小
野
「
す
ま
な
い
。
少
し
休
ま
せ
て
く
れ
」


　
　
小
野
、
窓
を
閉
め
、
お
金
を
机
に
置
い
て
出
て


　
　
行
く
。


○
　
テ
ロ
ッ
プ


　
　
半
年
後


○
　
△
△
バ
ー
（
夜
）


　
　
小
野
、
い
つ
も
の
席
に
座
っ
て
、
お
酒
を
飲
ん


　
　
で
い
る
。
店
内
は
、F

IFA
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の


　
　
試
合
の
観
戦
で
か
な
り
賑
わ
っ
て
い
る
。
小
野
、


　
　
試
合
は
見
ず
に
一
人
で
飲
ん
で
い
る
。
す
る
と
、


　
　
西
宮
真
美
（
３
２
）
、
お
酒
の
入
っ
た
グ
ラ
ス


　
　
を
持
っ
て
小
野
向
い
の
席
に
座
る
。


小
野
「
（
西
宮
を
見
て
）
他
に
も
席
は
空
い
て
い
る


　
　
だ
ろ
？
」


西
宮
「
こ
こ
も
空
い
て
る
か
ら
」


　
　
小
野
、
窓
の
外
を
見
る
。


西
宮
「
あ
な
た
、
い
つ
も
こ
こ
に
座
っ
て
る
よ
ね
？
」


小
野
「
あ
ぁ
」


西
宮
「
な
ぜ
？
」


小
野
「
こ
の
席
が
好
き
な
ん
だ
」


　
　
西
宮
、
窓
の
外
を
見
て
、


西
宮
「
窓
の
外
に
、
そ
の
壁
の
向
こ
う
に
、
誰
か
の


　
　
影
を
見
て
い
る
の
？
」


　
　
小
野
、
驚
い
て
表
情
で
西
宮
を
見
る
。
西
宮
、


　
　
小
野
を
見
る
。


小
野
「
君
は…

」


西
宮
「
私
、
こ
の
席
に
座
り
に
来
た
の
」


　
　
サ
ッ
カ
ー
で
は
日
本
の
エ
ー
ス
が
ゴ
ー
ル
を
決


　
　
め
、
店
内
は
異
様
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
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